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   Tanderil, an  antiphlogistic agent, was used following urological operations, instrumental 
treatments, and for controlling inflammation of the lower urinary tracts, with noticeable 
therapeutic results being obtained. 
   With administration fTanderil not only postoperative edema or hematoma was markedly 
inhibited and scarcely observed, but healing of the lesions was accelerated resulting in 
favorable prognosis. 
   Tanderil, with its potent antiphlogistic action, demonstrates excellent analgesic and 
antipyretic effects. It can be used also in combination with antibiotics or with chemotherapeu-
 tics, and this is considered rather valuable because of their multiplying effect. 
   No side effects were noted even in infants and children.
1は し が き
TanderilはPyrazolidin誘 導 体 で,1-
Phenyl-2-(p-hydroxyphenyl)-3.5-dioxo-4-
n-butyl-pyrazolidinemonohydrateの構 造
を 有 す る 。BasleのJ.R.Geigy社 の 研 究 所
で 合 成 され,1957年Pfister,Htifliger・)にょ っ
て 報 告 され,そ の 後 臨 床 的 に はBarczyk2)等,
Bellac3},Cancura4},Connel15)等,Miller6)
等,Pfeifer7}等の 報 告 が あ り,本 剤 は 強 力 な 消
炎,鎮 痛 作 用 を 有 し,し か も 顕 著 な 解 熱 作 用 を
も有 す る と され て い る.こ れ ら か ら も 当 然 臨 床
的 に 泌 尿 器 科 領 域 に 於 て も そ の 応 用 に は,術 前
術後,或 は尿路性 器の炎症性疾 患には大いに利
用価値 ある もの と考 えられ る,既 に 吾が 国で
も,土 屋等8},稲田等9).石神等io,の臨床的治
験報告が見 られ,有 効 な事が知 られている.吾
々も最近本剤 の使用経験を得た ので報告する・
皿 投 与 方 法
Tanderil錠は一錠中Oxyphenbutazone100mgを
含有している.これを1日6～3錠(600mg～300mg)








































































































































































ロイ コマ イ シ
ソ800mg7日
前 立 腺 加温
マ ッサ ージ
ペ ニ シ リン60
万注3日 『
シ ン シ リン80
万5日
シ ノ ミン39













































































































































































































































ボス タサ イ ク
リン25①mg
3日
マ イ シ リソ注
1回
ウ ロサ イダ ル
ス2.9
ウ ロ ピ リジ ン
6錠6日
















シ ノ ミ ソ2.①
3日





ア イ ロタ イ ミ
ン1000mg5日
シ ノ ミン3.①
前 立線 加 温,
マ ッサ ー ジ
なし


















































































































マ イ シ リン 注1
7日
























シ ノ ミ ソ29





表2Tanderilの 治験 症 例 と成 績







































膀胱乳頭腫(電気凝固後) 5 2 2 1
術
症
尿道狭窄(プ ジー療法後) 4 2 1 1
尿道カルンクルス(電気凝固後) 3 ! 1 1
例 陰嚢打撲症,か んとん包茎 3 2 1
(浮腫,血腫)
その他 2 2
小 計 25 8 8 5 4











吾 々は主 として外来の小手術に際 して使用 し
た.従 つ て全 て投薬は術 後に行つ た.Connell
5),Cancura4)等は術前12時間,或 は2～3時
間に投与を開始 してお り,又 土屋8)等は包茎 手
術 に際 し,術 前6時 間 より投薬を開始 したもの
と,術 寸前に投薬 した例 とを比較 し,石 神10)SC
は手術前 日より内服 させ たもの と,手 術直後 よ
り使用 した ものとを比較 し,何 れ も前者 の方が
明 らか に浮腫形成度に差 を認め,成 績が良好で
あつたとのべている.
吾 々の包茎手術は全て術後投薬 であつ たが,
従来 の手術に比べ,明 かに浮腫形成 も少 く,従
つて二次感染 を来 した ものもな く治癒 した.特
に第1例 の如 く著明な浮腫 と血腫 を形成 してか
ら投与 した ものでも,そ の消腿 は極 めて早 く,
創面離開等 もな く治癒 した.し か し,諸 家の報
告 に明 らか な如 く,術 前 よりの投与は一層局所
浮腫を未然 に防ぎ得 るものでもあ り,予 後 を良
好 ならしめるものであろ う その他のVasec-
tomy,陰嚢内手術 に際 して も,同 様術後投与
に よつたが,局 所の浮腫 も来 さず,又 硬結 も早
期 に消腿 した.Connell6)は創傷感染VaMiller
6)等は蜂窩織炎,膿 瘍等 にも本剤が有効 であ る
事 をのべてお り,吾 々 も尿管切石術後(症 例
21,22,36)の創感染或は発熱 に使用 し,抗 生
物質投与のみでは解熱せず,Tanderil投与 に
よ り速 に解熱 し,創 感 染 も増大せず治癒 した経
験を得 た.同 様 例について稲 田9)等も良好な結
果を得 てい る.石 神10)等も術後 の痙痛が極 めて
軽度で,術 後の発熱 も 軽減 された と述 べてい
る.
B)非 手術例に対す る応用
尿道炎 に対 しては,抗 生物質或 は化学療法剤


































吾 々の症例で も第45例は尿道 カル ソクルスに
て電気凝固後本剤300mg服 用 で口囲 のみに浮
腫を来 し,計400mg服 用で中止 したが,そ の
後中毒性 口内炎を も併発 した.本 例 は1日 シノ
ミン39と 併用 した もので或 はシ ノミンに よる
副作用か とも考 えたが,既 に本剤服用前10日間
にわた りシ ノミン1日39を 服 用 してお り何 ら
異常な く,本 剤服 用で突然 口囲浮腫 を来 した事
後藤 ・他一泌尿器科領域におけるTanderilの臨床治験
は,吾 々の経験 した唯一の本剤に よる副作用で
あろう.前 立腺肥大症に て腎機能低 下のあ る患
者(第5例)で 留置 カテーテル設置 中に一応注
意しつつ投与 したが副作用は認 めなかつた し,
3才,6才,7才 の幼小児に も(第39,43,44
例)600mg～1400mgを投与 したが副作用は な






例,や や効6例,無 効4例 であつた.
2)本剤の投与は原則 として初 回600mg,24
時間後より300mg,を投与 し,投 与 日数は3～
7日間である.
3)本剤の投与は,術 後の浮腫,血 腫形成に
対して予防的に或はその消腿 を早 め,治 癒を促
進し,予 後を良好 なら しめた.又 消炎作用強
く,鎮痛的 にも有効であつた し,解 熱作用 も著
しい.
4)本剤は,抗 生剤或 は化学療法剤 との併 用
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